
Whole Gamma Imaging 4号試作機のシミュレーション設計 

Design and simulation of the 4th whole gamma imaging prototype 
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Whole gamma imaging（WGI）は PETとコンプトンカメラを組み合わせた新しい画像化技術で

ある。PETリングに散乱検出器リングを挿入し、2種類の画像化方法を１つのシステムで実現す

る。本研究では、WGI 3号機（田久ほか応物 秋 2020 9a-Z14-4）からの感度と角度分解能 

(Angular resolution measure, ARM) の向上を目的にWGI 4号機を設計し、シミュレーションにて

性能を予測した（Figure 1 (a)）。WGI 3号機から 4 号機への主な変更点を Table 1 に示す。散乱検

出器のシンチレータをエネルギー分解能の高い GAGG に変更し、かつ結晶サイズを小さくする

ことで角度分解能の向上を図った。吸収検出器のシンチレータも密度の高い LGSOに変更し、か

つリング数を 6リングに増やして感度向上を図った。散乱検出器については厚みを 15 mmに固

定し、1層・2層・3層の depth-of-interaction（DOI）構造の 3種類の散乱検出器を比較した。線

源は 909 keVのガンマ線と陽電子を放出する 89Zr点線源を用いた。 

感度と角度分解能の評価結果を Figure 1 (b) と(c) に示す。横軸はリング中心からの半径方向オ

フセット位置を示している。WGI 4号機の感度は、DOI数によって変化しなかった。WGI 3 号機

と比べ、視野中心で約 3倍の感度が得られた。1層 DOIのWGI 4 号機の角度分解能は、全ての位

置で WGI 3 号機よりも劣

っていた。2層 DOI WGI 4

号機の角度分解能は、視野

中心で約 4.2 度、視野端に

進むと約 6.4 度に劣化し

た。3層 DOI WGI 4 号機の

角度分解能は、視野中心で

約 4.0 度、視野端に進むと

約 5.7 度に劣化した。2 層

および 3 層 DOI 散乱検出

器で構成される WGI 4 号

機は、WGI 3号機より優れ

たコンプトンイメージン

グ感度と角度分解能を達

成可能と考えられる。   
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